
評　　価

Ａ

Ｃ

・アクションプランの取組の成果は、取組終了後５年間において、有効または効率
化につながるものである。
・課題等の解決（改善）に向けた取組が適切である。

【追跡調査評価基準】

評価対象について

　アクションプランの取組の成果が、取組終了後の５年間において有効であったか、
または効率化や経費削減につながったかなどを評価するとともに、取組終了時点
において、課題や検討事項などがある場合は、取組終了後の５年間における解決
（改善）に向けた取組が適切であったかを評価する。
　なお、取組終了時点において課題等が解消され、取り組むべき事項がない場合
は、成果の有効性・効率化のみを評価すものとする。

　アクションプランの取組終了後に、その取組に関連して新たに生じた課題や検討
事項については、必要に応じて新たなアクションプランとして取り組んでいくものと
し、評価対象とはしない。

内　　　容

Ｂ

・アクションプランの取組の成果は、取組終了後５年間において、有効または効率
化につながるものではない。
・課題等の解決（改善）に向けた取組が適切である。

・アクションプランの取組の成果は、取組終了後５年間において、有効または効率
化につながるものである。
・課題等の解決（改善）に向けた取組が適切ではない。

・アクションプランの取組の成果は、取組終了後５年間において、有効または効率
化につながるものではない。
・課題等の解決（改善）に向けた取組が適切ではない。

各年度のアクションプランに掲載されている内容
◎：当年度の取組内容のみ（取組初年度）　●：前年度の評価結果と当年度の取組内容（方針）

○：前年度の評価結果のみ（取組終了）

Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 R元 R２ R３ R４ R５ R６ R７
H24評価

H25方針

H25評価

H26方針

H26評価

H27方針

H27評価

H28方針

H28評価

H29方針

H29評価

H30方針

H30評価

R元方針

R元評価

R２方針

R２評価

R３方針

R３評価

R４方針

R４評価

R５方針

R５評価

R６方針

R６評価

R７方針

公共施設の更新整
備計画の策定

企画政策課 ◎ ● ● ● ● ● ● ○ 追跡調査

公営住宅の統廃合に向
けた検討

福祉課 ◎ ○ 追跡調査

観光施設の将来的な維
持管理・運営についての
検討

商工観光課 ◎ ○ 追跡調査

事務事業名 担当課

アクションプランの年度

財政の
健全化
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R7調査①

　既存の公共施設の老朽化
が進み、将来的に施設の改
築や改修のために多大な費
用が必要となる。
　また、人口減少にともなう
少子高齢化の進行により、
将来的に利用状況の変化が
見込まれることから、統合や
配置変更により効率的な施
設の更新が必要となる。その
ため、既存施設の適正規模
の検討を行い、更新整備計
画の策定が必要となる。

　基礎データの作成のため、各部局で管理する公共
施設の取りまとめを行い施設台帳を整備。
　平成28年度に公共施設等総合管理計画を、平成30
年度に施設カルテを策定し公表。
　その後、用途廃止となった公共施設の活用方針に
ついて庁内検討及び地元との意見調整を行いつつ、
並行して個別施設計画策定に向けた取組を行った。

最終年度総合評価
「3.どちらとも言えな
い」
・ある程度の削減目標
値は必要だと考える。
・有効活用・維持管理
とも重要な課題であ
る。情報公開を進めて
合意形成に繋げてほ
しい。
・数字が独り歩きしな
いような工夫をした方
が良い。
・必要な施設かどうか
という視点は重要だ
が、それが一部の人
の恣意的な主張のま
まにならないようにし
てほしい。
・長期の維持管理費
等を考えると、マネジ
メント計画の中で仕分
けを行って方針を決め
るなどし、個別に売却
を検討する必要がある
のではないか。（イン
ターネット活用等）

取組が終了したアクションプランについての追跡調査と評価

行革大綱の位置づけ № 事務事業名

５ 財政の健全化 R7調査① 公共施設の更新整備計画の策定

取組期間 H25～R2

取組時の課題・取組の概要 取組結果 委員評価・意見
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 【評価の理由】B
計画の策定、公表は計画通り行えているが、施設の統廃合は計画から遅れが生じている。経常経費
の削減のためにも施設の統廃合は速やかに進める必要があるが、一方で利用者への配慮や高額な
除却費用の捻出が必要となるため、令和8年度に公共施設等総合管理計画の見直しを行う際には、
施設の耐用年数や今後の社会情勢を勘案したうえで、削減目標の設定を行うこと。

追跡調査の内容と評価
追跡調査年度：R7

担当課への調査

 【調査事項】
①「公共施設マネジメントの実施方針」「個別施設計画」の策定、公表状況

②公共施設等総合管理計画による施設の統廃合の進捗状況

 【調査結果】　（取組後の状況や新たな課題など）
①「公共施設マネジメントの実施方針」「個別施設計画」を令和2年12月に策定し、市ウェブサイトへの掲載
のほか、閲覧できるように本庁舎、大和・塩沢市民センターに設置しました。令和8年度に「公共施設等総
合管理計画」と併せて見直しを行う予定です。

②平成28年度策定した「公共施設等総合管理計画」では10年後の令和8年度末で約11％、30年後の令和
28年度末で約15％削減を目標としています。
令和6年度末削減割合は4.0％です。社会情勢の変化等により施設の統合・更新スケジュールの見直しが
生じており、保育施設、環境衛生施設、産業施設、普通財産は計画どおりの統廃合が進められていませ
ん。

行政改革推進本部の評価

行政改革推進委員会の意見

担当課 企画政策課
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R7調査②

　市営住宅のほとんどが
3LDKタイプとなっているが、
入居者の半数以上が2人以
下の世帯でありミスマッチが
見られる。将来的にも人口減
少が見込まれており、統廃合
を進める必要がある。
　公共施設等総合管理計画
における市全体の削減目標
を踏まえ、老朽化した市営住
宅の居住する住民への移転
協議及び除却を進める。
　これに併せて、公営住宅長
寿命化計画を改定し、公共
施設等総合管理計画の個別
計画とすべく取組を進める。

　現入居者への移転協議の際に障害となる、単身入
居者の面積要件を緩和した。
　公営住宅長寿命化計画の改定素案を作成し、計画
に基づく予算要求を行った。今後は計画に則り施設の
統廃合及び長寿命化を進めていく。

最終年度総合評価
「4.まあまあ満足でき
る」
・入居者の事情を考慮
し、きめ細やかな対応
が物心両面にわたっ
て講じられている。
・移転については、入
居者の状況を十分に
確認したうえで対応し
てほしい。
・着実に進めて欲し
い。

取組が終了したアクションプランについての追跡調査と評価

行革大綱の位置づけ № 事務事業名

５ 財政の健全化 R7調査② 公営住宅の統廃合に向けた検討

取組期間 R元～R2

取組時の課題・取組の概要 取組結果 委員評価・意見
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 【評価の理由】A
移転協議の難航や、当初の想定を超える物価高騰などのイレギュラーはあるものの、概ね計画通り
に統廃合を進めることができている。計画の見直しによって懸案事項を整理したうえで、引き続き公営
住宅の統廃合を推進してもらいたい。

追跡調査の内容と評価
追跡調査年度：R7

担当課への調査

 【調査事項】
①公営住宅の統廃合の進捗状況

②公営住宅の統廃合を進めるうえで発生した課題及び課題に対する取組

 【調査結果】　（取組後の状況や新たな課題など）
①公営住宅長寿命化計画に基づき、R3年度より入居者の移転を行い、上原住宅、北原住宅5号・7号棟の
用途廃止・除却を実施。R5年度に計画より前倒しで入居者移転が完了したため、北原住宅4号棟の用途
廃止・除却を実施。

②R2年度に計画の改定を行い、計画に基づき長寿命化を実施していく中で、移転協議の難航や物価高騰
に伴い計画の見直しが必要となっている。R8年度に改定素案を作成し、引き続き施設の統廃合及び長寿
命化を進めていく。

行政改革推進本部の評価

行政改革推進委員会の意見

担当課 福祉課
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R7調査③

　市有の観光施設の大半は
旧町時代に整備した施設で
あり、老朽化の進行にともな
い維持管理費が増加してい
ることから、維持管理・運営
のあり方について検討する
必要がある。
　特に大月ほたるの里や八
海山麓観光施設の索道設備
は管理体制の維持や新たな
設備投資も難しいことから、
将来的な廃止も視野に入れ
つつ方針を決定していく。

　大月ほたるの里は、借地契約の解除や施設撤去工
事を行い、観光施設として廃止した。
　八海山麓観光施設については、地元関係者に説明
会を行ったが、存続への強い要望あり。市営から民営
に移行した小出スキー場の例があるため、視察及び
調査を実施。

最終年度総合評価
「3.どちらとも言えな
い」
・いずれも重要な施設
ではあるが、市財政の
大きな負担になってい
るため、十分に検討し
たうえで、廃止も含め
て積極的に考えていく
べきではないか。
・優先順位を付けて事
業を進めて欲しい。
・地元関係者との難し
い協議となるが、具体
的な行動に向かい計
画や熱意を持って取り
組んでいく必要があ
る。
・各施設の状況把握と
補助金の見通しを立
て、廃止も含めてス
ピード感を持って取り
組む必要がある。
・公共施設の更新整
備計画の策定とも関
連する難しい問題であ
る。長期の展望を持っ
て取り組んでほしい。

取組が終了したアクションプランについての追跡調査と評価

行革大綱の位置づけ № 事務事業名

５ 財政の健全化 R7調査③ 観光施設の将来的な維持管理・運営についての検討

取組期間 R元～R2

取組時の課題・取組の概要 取組結果 委員評価・意見
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 【評価の理由】B
八海山麓観光施設については、アクションプランとしての取組時の方針から転換することとなったが、
市民の理解を得られるような存続方法を検討する必要がある。その他の観光施設についても、コロナ
渦が明け、インバウンド需要が増加している現状ではあるが、今後の需要を見据えたうえで効率的な
運営ができるよう方針を定めること。

追跡調査の内容と評価
追跡調査年度：R7

担当課への調査

 【調査事項】
①八海山麓観光施設の方針検討状況

②観光施設全体としての適正化に向けた検討状況

 【調査結果】　（取組後の状況や新たな課題など）
①八海山麓観光施設については、地域住民からの存続への強い要望により、先進地視察や近隣の状況
調査を実施した上で、施設存続に向けた検討を進めている。

②観光施設全体については、収益性や利用状況等を精査した上で、廃止・縮小等が可能な施設を検討し
てきたが、大月ほたるの里廃止以降、コロナ禍もあり大きな成果は得られなかった。施設老朽化に伴い
年々維持管理費が増大していることから、継続的な検討が必要である。

行政改革推進本部の評価

行政改革推進委員会の意見

担当課 商工観光課
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